













































































































































通りの語順があり，前者は「A ならば B する」だと解釈でき，後者は「B
するのは A である場合だ」と訳すことができる。実は，最近よく耳にする
外国文学の「新訳」を「旧訳」と比較してみると，訳文の言葉の順序が違っ
ていたり，あるいは旧訳で一つの文になっているものが新訳では二つの文に
分けられていたりしていることに時々気付かされる。訳文が読みやすくなっ
（ 6 ）
た原因は，言葉遣いが現代的になったからだけでなく，「逆立ちした」「頭
でっかちの」文が減ったからなのである。
六甲時代に，松川先生を中心にして，関西在住のロシア語・ロシア文学の
研究者や院生の参加を得て，十数年の間ほぼ定期的に研究会が開かれてい
た。そこでは，しばしば「機能的文区分」のことが話題にのぼることがあっ
たのだが，議論の主導権は常に松川先生と村上先生が握っておられた。そし
て，お二人の意見は，「語順には発想の順序が反映されている」という点で
一致していたように記憶している。ただし，語順に発想の順序が反映されて
いるとしても，単語のレベルでそうなのか，文成分のレベルでそうなのか，
それとも文を構成する節のレベルでだけ言える話なのかは，実のところまだ
はっきりと決着がつかなかった。村上先生からこの問題についてまだ明確な
形で説明していただけていないのが残念ではある。しかし，新たな人生を始
められた先生に追いすがって聞き出すのも大人気ないような気がする。わた
したちのことを忘れてほしくはないのだが，持ち前の好奇心を発揮して，
様々なことに挑戦されることを心より祈っている。
